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◆ 4月は新年度，学校ならば新学年・新学期です．1
年に2度も気分を一新するような区切りがあるのは，
ある意味で緊張感を与え，中だるみを防止します．
今月号は，一般記事による構成となっています．さ
あ，新たな気持ちで張り切っていきましょう．
◆ 2月末に起こった南米チリの大地震では，その災
害の規模に驚かされるのみならず，日本にも大津波の
危険をもたらし，自然災害の怖さと日常の危機管理の
重要性を教えています．被災地では大変な状況です
が，一刻も早い復興と平和を望むと共に，災害に対
する対策や研究が一層進むことを期待したいもので
す．このような海岸域では，津波による影響だけでな
く，サイクロン・台風などによる影響で被災することも
あります．津波研究の専門家である七山氏は，バング
ラデシュのサイクロン被災地を観察して，そこで見ら
れる地質現象を報告しています．沿岸域での被害の
歴史を解明することで，対策研究に寄与していくこと
が期待されます．
◆ 元地質調査所員の山田氏は，明治の初期に作ら
れた日本の予察地質図シリーズを紹介していますが，
今回は東北部，東部に続く3回目で，「予察中部地質
図」です．ちょうど折り返し点を迎えました．多大な
量の古文書を読みほどき，調査研究の裏側を紹介し
ており，その努力に脱帽です．記事からは当時の先
人達の並並ならぬ苦労と偉業がにじんできます．
◆ 須藤氏による「砂と砂浜の地域誌」も23回目となり
ます．前回は東北地域でしたが，今回はズズウッと南
下西進して，島根県です．宍道湖・中海と並ぶ美保
湾に面した弓ヶ浜や島根半島を誌面と一緒に旅して
回りましょう．美しさの象徴のような美保湾や弓ヶ浜

という名称や音の響きからは，ゆったりとした砂浜が
連想されますが，現実は如何に．
◆ 続いて須藤氏は，これまでのフィールドノートを振
り返り，3回目として京都のロウ石鉱床を紹介してい
ます．熱変成を受けたロウ石鉱床がどのような産状
となるかを，詳しく解説して下さっています．
◆ 恒例となった高橋氏による海外地質分野の話題
で，今回は昨年秋の英文ニュース誌等からの紹介で
す．ウラン鉱床探査法の取り組みや水銀汚染，月の
水，べーリンギアの話題など，日本とは異なる話題に
興味をそそられます．気楽にお読み下さい．
◆ さて，一年以上もお待たせしていた副見氏の「ライ
マン雑記」も，いよいよ最終章となりました．読者の
中には待ち遠しく期待されていた方も多かったこと
でしょう．晩年のライマンと親しくなったエドマンズの
ライマン関係資料は，日記だけでも263資料もあった
とのことで，この膨大な資料を整理して，晩年のライ
マンの人となりを初めて記載された副見氏の才能と
ご努力に，改めて敬服致します．資料と出会ってか
ら30年が経過したとのこと，本当にライフワークと呼
ぶにふさわしい記事となっています．前述の山田氏
とともに，このような大作となる記事を寄稿して下さ
ったことに感謝申し上げます．
◆ 最後は，中嶋氏による書評です．古生物学の訳本
の紹介ですが，初心者にも興味深い紹介となってい
ますので，気軽にお読み下さい．
◆ 今月の「春は桜梅桃李の花あり」（『古今著聞集』中
の「草木」から）の如き多彩な記事を楽しめましたで
しょうか．来月は「地学教育問題の現状と課題」と題
した特集号を予定しています． （金井　豊）


